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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

      「電気自動車（EV）」 

                         学年主任 植原孝仁 

先日新聞の折り込みチラシで、「BYD」という自動車メーカーの電気自動車（EV）の広告を見

た。車は好きであるが EVには興味がなかった私は、恥ずかしながら BYDのことを知らなかっ

た。その広告を見たとき、洗練された車のデザインから、てっきり欧米の自動車メーカーが合弁

会社をつくって EV を売り出したのかと思った。その販売店がいよいよ山梨県にもできたのか

と。しかし、BYDは中国の自動車メーカーで、しかも世界中でかなり売れているらしく驚いた。

言わずと知れた世界 No.１の自動車販売数を誇るトヨタだが、2022 年の EV 販売台数は約 2

万台である。一方、ＢＹＤは約 91万台で、世界第２位の販売台数を誇る。EVに限ると日本は

かなりの遅れをとっている。 

私は、「車はエンジンで動くもの」という古い考えの人間で、EVがあまり好きではないし、ハ

イブリッド車でさえ乗りたいと思わない。それは車に趣味的な要素を取り入れた方が面白いと

考えているからだ。しかし EVは、環境に優しく、経済的で、静かで快適な走りを提供するとい

う魅力が定着し始めている。世界では、カーボンニュートラルを目指す国や地域が増えており、

EVの普及が加速している。世の中の流れをみると、「EVは嫌いだから乗らない」とも言ってい

られない状況になりつつある。それにしても日本は EV の普及率は低く、2022 年の新車販売

台数に占める割合は約 1.7%に過ぎない。日本の自動車メーカーは、この EV化の流れにどう対

応しているのだろうか。 

日本の自動車メーカーは、これまでハイブリッド車（HEV）や燃料電池車（FCV）などに注力

してきた。これらは、内燃機関と電気モーターを併用することで、燃費や排出ガスを改善すると

いう利点がある。しかし、欧州や中国などでは、EVに対する規制やインセンティブが強化され

ており、内燃機関を持つ車種は競争力を失いつつある。そのため、日本の自動車メーカーも EV

へのシフトを加速させようとしている。 

トヨタは、2030年までに EVの販売台数を 350万台、投資額を 4兆円にすると発表してい

る。また、高級ブランドのレクサスは 2030 年までに欧州・北米・中国で EV専業となり、2035

年にはグローバルで EV 専業となることを目指している。日産は、今後 5 年間で電動車全体に

約 2 兆円を投資し、2030 年度までに 15 車種の EV を投入すると発表した。また、ルノー・

三菱自動車との連携を深化させて、電池開発やプラットフォーム共有などで協力している。ホン

ダは、2040年までに EVと FCVのみにすることを明言した。また、ソニーグループと連携し

て EV開発に取り組んでいる。 

これらの動きからわかるように、日本の自動車メーカーは EV化への取り組みを強化している。

しかし、それだけでは不十分で、EV化には、充電インフラやバッテリー供給などの課題がある。

また、消費者のニーズや価値観も多様化している中、日本の自動車メーカーは、これらの課題や

ニーズに対応しながら、独自性や差別化を打ち出す必要がある。これまで日本の産業を支えてき

た日本の自動車メーカーには、EV時代でも世界で勝ち残ることを期待したいのが、内燃機関が

縮小されることを残念に思いながらも、私の車に対する複雑な思いである。 



       「 朝 顔 」                                      

                                                                      １組副担任 中込光人 

 朝晩めっきり寒くなり、うちの猫もぬくみを求めてカミさんの布団に潜り込むようになったのに、な

んで「朝顔」？季節外れなタイトルに怪訝な顔を浮かべた人も多いと思いますが、咲いているんですよ、

我が家の朝顔が！リビングの南側の日よけにプランターの朝顔があるんですが、いっしょに植えた「西

洋朝顔」はそろそろ力尽きて枯れようとしているのに、「琉球朝顔」はまだまだ元気で、毎朝青紫の花を

咲かせています。この朝顔はふつうのと異なり多年草です。葉を落とし、つるが枯れても、冬を越した根

からまた芽を出して成長し、夏に花を咲かせます。今年は猛暑のためか、なかなか葉が茂らず花のつきも

今ひとつだったので、そろそろつるを切って終わりにしようかと思っていたのですが、ここへ来てがん

ばってたくさん花を咲かせています。あきらめて片付けなくてよかったと思いながら、季節外れの朝顔

の咲き具合を見るのが、私の出勤前の日課になりました。 

 さて世間を見回してみると、国外では長引くロシアのウクライナ侵攻、パレスチナのガザ地区ではイ

スラエルによる封鎖と空爆。国内ではインフルエンザの流行に物価高。明るい話題の乏しさに、思わず下

を向いて背を丸め、肩をすぼめたくなるような毎日です。３年生の皆さんも総合型や学校推薦の入試が

始まる一方で、受験勉強もそろそろ追い込み。不安と焦りが心に暗い影を落とす季節を迎えています。４

０数年前の私も、遲々としてはかどらない受験勉強にくじけそうになっていました。ただ、厳しい冬がい

つまでも続くわけではありません。朝顔の根が寒さをじっとこらえて春を待ち、そして芽吹きの時を迎

えるように、皆さんにも新たな人生を謳歌できる日が必ず来ます。今はそのための雌伏の時です。他人の

言動に惑わされず、自分を信じて努力を重ねましょう。「あきらめたら、そこで試合終了だよ。」スラムダ

ンクの安西先生の言葉ですが、そう、あきらめなければ試合はまだ続きます。 

 私も教員人生のゴールが見えてきた身です。気持ちはまだ若いつもりですが、肉体の衰えを感じる今

日この頃となりました。でも試合終了のホイッスルを聞くにはまだちょっと早いかな？と思っています。

冷え込む朝、懸命に咲いている朝顔に負けないよう、お互いがんばりましょう。 


